
第１２０号議案 

 

八王子市小児慢性特定疾病審査会条例設定について 

 

 八王子市小児慢性特定疾病審査会条例を次のとおり設定するものとする。 

 

  平成２６年１１月２８日 

 

提出者  八王子市長 石 森 孝 志 

 

 

   八王子市小児慢性特定疾病審査会条例 

 （設置） 

第１条 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第１９条の４第１項の規定に 

基づき、八王子市小児慢性特定疾病審査会（以下「審査会」という。）を置く。 

 （組織） 

第２条 審査会は、委員６人以内をもって組織する。 

２ 審査会の委員は、小児慢性特定疾病に関し知見を有する医師その他の関係者

のうちから、市長が任命する。 

３ 審査会の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場

合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （会長） 

第３条 審査会に会長を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審査会を代表する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名す

る委員がその職務を代理する。 

 （会議） 

第４条 審査会は、会長が招集する。 

２ 審査会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審査会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決す



るところによる。 

４ 審査会の会議は、非公開とする。 

（意見聴取） 

第５条 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、

意見を聴き、又は委員以外の者から資料の提出を求めることができる。 

 （庶務） 

第６条 審査会の庶務は、健康部において処理する。 

 （委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか、審査会の運営について必要な事項は、審

査会が定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

 （非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１年八王子

市条例第２９号）の一部を次のように改正する。 

  
改 正 後 改 正 前 

第４条 （略） 第４条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 市の常勤の職員が特別職の職員を兼ねる

場合には、当該常勤の職員に対しては、こ

の条例による報酬は支給しない。ただし、

別表第１中第８号及び第８３号に掲げる特

別職の職員を兼ねる場合は、この限りでな

い。 

３ 市の常勤の職員が特別職の職員を兼ねる

場合には、当該常勤の職員に対しては、こ

の条例による報酬は支給しない。ただし、

別表第１中第８号及び第８１号に掲げる特

別職の職員を兼ねる場合は、この限りでな

い。 

  

別表第１（第２条、第５条関係） 別表第１（第２条、第５条関係） 

   番号 区分 報酬の額（円） 費用弁

償の額 

  番号 区分 報酬の額（円） 費用弁

償の額 

 

 （略） （略） （略）  （略）   （略） （略） （略）  （略）  

 ５４ （略） （略）     ５４ （略） （略）    

 ５５ 小児慢性特

定疾病審査

会会長 

日額 21,200          

 ５６ 小児慢性特

定疾病審査

会委員 

日額 17,400          

 ５７ （略） （略）     ５５ （略） （略）    

              



 ５８～

８９ 

（略） （略）     ５６～

８７ 

（略） （略）    

             備考 （略）  備考 （略） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


